
令和７年度事業報告 
 １  総務関係                                                                                            

事   項 実   施   状   況 
  
(1)第４６回通常総会の

  開催 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 
 
 
 
 
(2)理事会の開催 
  ①第１回理事会 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 
 
 
  ②第２回理事会 
  
   
  
  
 
 
 
 
(3)監査 
 
 
 
 
(4)会報の発行  
  
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 開催日：令和７年６月１８日（水） 
 場 所：ソラリア西鉄ホテル 
 議 事：倉富会長が議長となり、次の議案について審議し、原案のとおり承認された。 
    第１号議案 令和６年度事業報告並びに収支予算補正及び決算について 
    第２号議案 剰余金の処分について 
    第３号議案 令和７年度事業計画及び収支予算について 
       第４号議案 借入金の限度額について 
       第５号議案 取引金融機関の指定について 
    第６号議案 理事会への委任及び会長の専決処分について 
       第７号議案 役員の選任について 
     全議案、原案どおり議決、承認された。 
     なお、第７号議案の役員の選任については、会長以外の現役員の任期が令和７

    年６月末までとなっているため、改選を行い基本方針として現役役員にお願い 

し、推薦母体の人事異動等の理由により退任された役員について補充を行ったも

の。                      

   

 
 開催日：令和７年６月４日（水） 
 場 所：福岡人材開発センター 
 議 事：倉富会長欠席のため、松山副会長が議長となり次の議案について審議し、原案 

    のとおり承認された。 

    第１号議案 令和６年度事業報告並びに収支予算補正及び決算について 
    第２号議案 剰余金の処分について 
    第３号議案 令和７年度事業計画及び収支予算について 
       第４号議案 借入金の限度額について 
       第５号議案 取引金融機関の指定について 
    第６号議案 理事会への委任及び会長の専決処分について 
       第７号議案 役員の選任について 
      ６月１８日（水）に開催する第４６回通常総会に提出予定の案件について第１

    号議案から第７号議案について審議し、原案のとおり承認された。 
 
 開催日：令和７年９月２６日（金） 
 場 所：福岡人材開発センター 
 議 事：倉富会長欠席のため、会長代行の杉山副会長が議長となり次の議案について審

    議し、原案のとおり承認された。 
    第１号議案 令和７年度福岡県職業能力開発協会会長表彰について 
     第１号議案は、令和７年１１月１３日（木）に福岡県庁講堂で開催される福岡

    県職業能力開発功労者表彰式において会長表彰を授与する方の選考を行ったも 

    の。 
 
 開催日：令和７年５月２０日（火） 
 場 所：福岡人材開発センター 
     三笘監事、江副監事の２名の監事により、令和６年度の業務実施結果及び収支

    決算、経理処理の監査を受け、適正妥当と認められた。 
 
 『能力開発ふくおか』第９１号（令和８年２月発行）を発行し、会員、福岡県内の公共

 職業訓練施設、公共職業安定所、各都道府県協会等に配付した。 
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事   項 実    施    状    況 
 
(5)会員組織 
  
  
  
  
  
  
(6)九州ブロック職業能

  力開発協会連絡会議

  への出席 
 
 
 
 
(7)表彰等の推薦 
  ①叙勲 
   （技能検定功労） 
 
   
 
   
 
  ②厚生労働大臣表彰･ 
   中央職業能力開発 
   協会会長表彰 
  
 
(8)令和７年度福岡県  

  ものづくり技能フェ

  スティバル 
 
 
 
 
 
  ①福岡県職業能力  

   開発功労者表彰式 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 令和８年３月３１日現在の会員数は、次のとおり。 
  会社、事業所会員      ５３会員 
    団体会員              ６３会員 
    認定訓練会員         ４会員 
    その他の会員            ４会員 
    合 計              １２４会員 
  
 総務部門と技能検定等事業部門の２部門に分別してのブロック主催会議及び中央職業能

力開発協会主催による会議において、各協会の有する事務的課題についての議論を行って

いる。 
 ・総務部門会議     （令和７年 ９月１８日 於、鹿児島県） 
 ・中央協会主催会議   （令和８年 ２月１９日 ＷＥＢ） 
 ・事業部門会議     （令和８年 ３月 ５日 於、佐賀県） 
 
 
＜叙勲受章者＞  
 令和７年春 瑞宝単光章 野田光博 氏（日鉄テクノロジー㈱九州事業所）  
 令和７年秋 瑞宝双光章 村上浩二 氏（マクテクノス㈱） 
 ※瑞宝章（ずいほうしょう） 
  国及び地方公共団体の公務又は公共的な業務に長年にわたり従事して功労を積み重ね

  成績を挙げた方に授与されるもの。 
 
＜大臣表彰受賞者（技能検定関係功労者）＞ 
 福田茂利 氏､松永啓志郎 氏､平湯達吉 氏 
＜中央協会会長表彰受賞者（技能検定委員功労者）＞                  
 竹田公平 氏､松山哲也 氏､宮田信一 氏､加藤陸雪 氏､西川真水 氏 
 
 福岡県ものづくり技能フェスティバルは、本県の産業経済基盤を支えている技能労働者

の社会的評価の向上や熟練技能者の技能継承を図るとともに、若年者が進んで技能労働者

を目指すような環境を整備し、本県産業経済の振興を目的として、福岡県、(一社)福岡県

技能士会連合会及び当協会とで実行委員会を組織して開催しているもので、当協会は実行

委員会事務局の役割も担った。 
 内容としては、福岡県の優秀技能者等の表彰及び県内の高等技術専門校等が地域の特性

と専門校の特徴を生かして開催する技能啓発イベントという構成で開催した。 
 
 開催日：令和７年１１月１３日（木） 
 場 所：福岡県庁 講堂 
 内 容： 
 ・表彰式 
 《知事表彰》               授与者：上田副知事 
  優秀技能者                   ２１名 
  優良技能者                    ３名 
  認定職業訓練関係功労者              ３名 
  技能検定関係功労者               １８名 
  技能五輪全国大会入賞者              ２名 
  全国障害者技能競技大会（アビリンピック）入賞者  ２名 
  技能検定成績優秀合格者             １６名 
                      計   ６５名 
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事   項 実    施    状    況 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ②県立高等技術専門 

   校及び福岡障害者 

   職業能力開発校に 

   おける技能啓発イ 

   ベント 
 
 
 
 
 
 
 
 ③福岡県立高等技術 

   専門校技能競技大 

   会 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ④匠の技フェア 
   （共催イベント） 
 
 
 
 
 

 
 《福岡県職業能力開発協会会長表彰》    授与者：中野専務理事 
  技能検定関係功労者                 ３４名 
  技能五輪全国大会入賞者              ２名 
  技能検定成績優秀合格者              １５名 

  協会役員勤続者                  １名 
                       計   ５２名 
 
＜福岡県職業能力開発協会会長表彰の概要＞ 
 ・認定職業訓練の事業所又は団体の事業主、役員及び職員で職業訓練の普及、振興又は

  訓練内容及び訓練水準の向上に努め、職業訓練の発展に寄与した者 
 ・技能検定関係功労者は、技能検定委員として５年以上実技試験の実施に貢献した者 
 ・技能五輪全国大会入賞者は、第６２回大会（令和６年度）においての敢闘賞入賞者 
 ・技能検定成績優秀合格者は、協会が実施した技能検定試験３級の合格者で実技試験及

  び学科試験の得点が、一定の基準以上で各職種の合格成績が最も優秀な者 
 ・協会役員勤続者は、協会の非常勤役員として、退任まで通算１０年以上その任にあっ

た者 
 
 内 容：各校を開放し、訓練の見学及び体験等を実施した。 
     次の８校が、それぞれの地域の特性と専門校の特徴を生かした催しを開催した。 
  
 ・福岡高等技術専門校               
  ・戸畑高等技術専門校         
  ・小竹高等技術専門校 
  ・久留米高等技術専門校 
 ・大牟田高等技術専門校 
  ・田川高等技術専門校 
  ・小倉高等技術専門校 
 ・福岡障害者職業能力開発校 
 
 内 容：３種目について各校で開催し、全ての競技大会が終了した際に採点を行い、各

    職種の上位３名の者に対し福岡県労働局長名の賞状及びメダルを授与した。 
  （普通旋盤種目） 

  
 
 
   

開催校 開催日  
 
 
 

戸畑高等技術専門校 令和７年 ７月３０日（水） 
小竹高等技術専門校 令和８年 ２月 ４日（水） 
福岡高等技術専門校 令和８年 ２月 ９日（月） 

 （半自動溶接種目：「下向きの部」及び「立向きの部」の２部） 

  
 
 
 

開催校 開催日  
 
 
 

福岡高等技術専門校 令和８年 １月２３日（金） 
戸畑高等技術専門校 令和７年１２月２３日（火） 

大牟田高等技術専門校 令和８年 １月２９日（木） 

  （３次元ＣＡＤ種目） 

  
 
 
 

開催校 開催日  
 
 
 
 
 

戸畑高等技術専門校 令和７年 ７月１１日（金） 
久留米高等技術専門校 令和７年１１月２５日（火） 

福岡障害者職業能力開発校 令和７年１２月 １日（月） 
福岡高等技術専門校 令和７年１２月 ２日（火） 
小竹高等技術専門校 令和７年１２月 ３日（水） 

 
 開 催 日：令和７年１１月１３日（木）    
 場  所：福岡県庁３階 講堂 
 内  容：全技連マイスターにより、作品展示を実施した。 
 実施団体：全技連マイスター会福岡県支部（福技連マイスター会）                
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 ２  技能検定第１課事業 
事   項 実    施    状    況 

 
(1)技能検定試験の実施  
 
 
                      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 ①試験実施日程 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 ②技能検定実施結果 
           
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                                      
 技能検定は、働く人達の有する技能と技能に関する知識を一定の基準によって検定し、国として

証明する技能の国家検定制度で、その合格者に相応の称号を付与することにより技能及び職業訓練
の成果に対する社会一般の評価を高め、そのことによって労働者の技能習得意欲を増進させ、ひい

ては労働者の技能と地位の向上、産業の発展に資するもので職業能力開発促進法に基づき実施され
ている。 
 各年度の検定は、国（厚生労働省）が定めた実施計画に基づき、試験問題等の作成は中央職業能

力開発協会が、実際の試験の実施は各都道府県がそれぞれ行うこととされ、県の業務のうち受検申
請書の受付、具体的な試験実施等の業務は、都道府県職業能力開発協会が行っている。 
 本県では前期（１級・２級・３級４１職種７３作業、単一等級４職種４作業)、後期（特級１３職

種、１級・２級・３級４１職種４９作業、単一等級１職種１作業）を実施した。 
 若年者に対する実技受検手数料の減免措置については、令和４年度から２級又は３級実技試験を
受検する２５歳未満の在職者（雇用保険被保険者）とされ、学生等は対象外となっていたが、令和

６年度から３級実技試験を受検する２３歳未満の者（在職者かそれ以外かで減免額の差あり）とな
り、２級受検者が対象外となった一方、学生や入職希望者が受検しやすい内容となっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

項 目 前 期 後 期  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

実施公示 令和 ７ 年 ３月 ３日(月) 令和 ７ 年 ９月 １日(月) 
受検申請受付 

 
令和 ７ 年 ４月 ７日(月)～ 
令和 ７ 年 ４月１８日(金) 

令和 ７ 年１０月 ２日(木)～ 
令和 ７ 年１０月１５日(水) 

     

実技 
試験 
 
 

問題公表 令和 ７ 年 ６月 ３日(火) 令和 ７ 年１１月２８日(金) 
 

実施日 
 
 

令和 ７ 年 ６月１０日(火)～ 
令和 ７ 年 ８月１０日(日)★ 

 
令和 ７ 年１２月 ５日(金)～ 
令和 ８ 年 ２月１５日(日) 
 

令和 ７ 年 ６月１０日(火)～ 
令和 ７ 年 ９月 ９日(火)※ 

            
学科試験実施日 

 
 

令和 ７ 年 ７月１３日(日)★ 
令和 ７ 年 ８月２４日(日) 
令和 ７ 年 ８月３１日(日) 
令和 ７ 年 ９月 ７日(日) 

令和 ８ 年 １月２５日(日) 
令和 ８ 年 ２月 １日(日) 
令和 ８ 年 ２月 ４日(水) 
令和 ８ 年 ２月 ８日(日) 

合格発表 
 

令和 ７ 年 ８月２９日(金)★ 
令和 ７ 年１０月 １日(水)※ 

令和 ８ 年 ３月１３日(金) 
 

★金属熱処理職種を除く３級職種が対象 
※造園職種、とび職種実技試験は暑熱対応のため１０月１日までに実施、１０月２４日合格発表 
《学科試験》 
 北九州会場、福岡会場、及び久留米会場の県内３会場で実施した。 
《実技試験》 
 会員企業、団体等のご協力をいただき県内４３会場で実施した。 
  
ａ 前期 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
区  分 

前   期  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

受検申請者 合格者 合格率 
  全体 
 
 
 
 
 

特 級 － － － 
１ 級 １，０２８ ５０４ ４９．０％ 
２ 級 ８２２ ４５３ ５５．１％ 
３ 級 ５４６ ４０８ ７４．７％ 
単一等級 １６８ ８７ ５１．８％ 

計 ２，５６４ １，４５２ ５６．６％ 
  学科 
 
 
 
 
 

特 級 － － － 
１ 級 ７２２ ４８９ ６７．７％ 
２ 級 ６３８ ４７５ ７４．５％ 
３ 級 ５２２ ４３７ ８３．７％ 
単一等級 １５３ ９２ ６０．１％ 

計 ２，０３５ １，４９３ ７３．４％ 
  実技 
 
 
 
 
 

特 級 － － － 
１ 級 ９１０ ５０６ ５５．６％ 
２ 級 ７２６ ４７２ ６５．０％ 
３ 級 ５０１ ４０９ ８１．６％ 
単一等級 １４６ １００ ６８．５％ 

計 ２，２８３ １，４８７ ６５．１％ 
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事   項 実   施   状   況 

 
 
    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
ｂ 後期                                 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
区  分 

後   期  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

受検申請者 合格者 合格率 
全体 

 
 
 
 
 

特 級 ４７ １４ ２９．８％ 
１ 級 ６５２ ３３０ ５０．６％ 
２ 級 ５２１ ２７７ ５３．２％ 
３ 級 ５０３ ３７７ ７５．０％ 
単一等級 ７ ７ １００．０％ 

計 １，７３０ １，００５ ５８．１％ 
学科 

 
 
 
 
 

特 級 ４４ １６ ３６．４％ 
１ 級 ４７９ ３３３ ６９．５％ 
２ 級 ４１１ ３１６ ７６．９％ 
３ 級 ４６３ ４０７ ８７．９％ 
単一等級 ４ ４ １００．０％ 

計 １，４０１ １，０７６ ７６．８％ 
実技 

 
 
 
 
 

特 級 ３７ １６ ４３．２％ 
１ 級 ５９４ ３２５ ５４．７％ 
２ 級 ４５５ ２５８ ５６．７％ 
３ 級 ４８７ ４０５ ８３．２％ 
単一等級 ４ ４ １００．０％ 

計 １，５７７ １，００８ ６３．９％ 
  
ｃ 総計 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
区  分 

総   計  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

受検申請者 合格者 合格率 
全体 

 
 
 
 
 

特 級 ４７ １４ ２９．８％ 
１ 級 １，６８０ ８３４ ４９．６％ 
２ 級 １，３４３ ７３０ ５４．３％ 
３ 級 １，０４９ ７８５ ７４．８％ 
単一等級 １７５ ９４ ５３．７％ 

計 ４，２９４ ２，４５７ ５７．２％ 
学科 

 
 
 
 
 

特 級 ４４ １６ ３６．４％ 
１ 級 １，２０１ ８２２ ６８．４％ 
２ 級 １，０４９ ７９１ ７５．４％ 
３ 級 ９８５ ８４４ ８５．７％ 
単一等級 １５７ ９６ ６１．１％ 

計 ３，４３６ ２，５６９ ７４．８％ 
実技 

 
 
 
 
 

特 級 ３７ １６ ４３．２％ 
１ 級 １，５０４ ８３１ ５５．３％ 
２ 級 １，１８１ ７３０ ６１．８％ 
３ 級 ９８８ ８１４ ８２．４％ 
単一等級 １５０ １０４ ６９．３％ 

計 ３，８６０ ２，４９５ ６４．６％ 
(注)全体数は、属人ベースで計上しているため｢学科｣、｢実技｣の合計とは一致しません。 
 
 実技試験の実施（随時試験含む）に当たっては､会員企業､団体等のご協力をいただき延べ人員と
して､検定委員３，３４４名､補佐員３，５２２名の方々にご尽力いただいた。 
 
＜参考＞ 過去５年間の福岡県における受検申請者の推移 
 
 
 
 
 
 
 

年 度 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６  
 
 
 
 
 
 

特 級      ７９     ９３     ７９    ６５ ７０ 

１ 級     ６６８ １，６４４ １，５９６ １，５７５ １，７２５ 

２ 級    ６１６ １，４９４ １，４７５ １，４８９ １，４４０ 

３ 級    ９２３ １，５１８ １，０２８ １，１８８ １，０３１ 

単一等級    １７   １４０   １２３   １８９ １３８ 

計 ２，３０３ ４，８８９ ４，３０１ ４，５０６ ４，４０４ 

 
 Ｒ２申請者数が減少したのは、新型コロナウイルス感染症の影響で前期試験が全国的に中止とな

ったことによるもの。 
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事   項 実   施   状   況 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(2)技能五輪 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ①県予選の実施 
 
 
 
 
 
 
 
           
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
＜参考＞ 
【実技試験受検者の多かった職種（作業）福岡県の上位５位】   
  《前期》  １位 建設機械整備       １９３名 
      ２位 造園工事作業       １６２名（３級を含む） 
      ３位 とび作業         １４４名 
      ４位 建築塗装作業       １３８名 
      ５位 機械検査作業       １１２名（３級を含む） 
  《後期》  １位  機械検査作業           ３１２名（３級を含む） 
      ２位 建築配管作業        １３２名（３級を含む） 
      ３位 機械製図ＣＡＤ作業    １１４名（３級を含む） 
      ４位 大工工事作業        ８１名（３級を含む） 
      ５位 型枠工事作業        ７０名 
    
【技能検定の等級区分】   
    特      級・・・管理者または監督者が通常有すべき技能の程度 
    １級及び単一等級・・・上級技能者が通常有すべき技能の程度 
    ２      級・・・中級技能者が通常有すべき技能の程度 
    ３      級・・・初級技能者が通常有すべき技能の程度 
 
  技能五輪全国大会とは、厚生労働省、中央職業能力開発協会及び開催地都道府県が主催し、文部
科学省、経済産業省、国土交通省並びに各都道府県、各都道府県職業能力開発協会、(一社)全国技

能士会連合会、(一社)日本経済団体連合会、ＮＨＫ等の後援を得て開催される青年技能者の技能レ

ベルの日本一を競う技能競技大会であって、その目的は、次代を担う青年技能者に努力目標を与え

るとともに、大会開催地域の若年者に優れた技能に身近に触れる機会を提供するなど、技能の重要

性、必要性をアピールし、技能尊重気運の醸成を図ることとされている。 
 現在、全国大会は、原則として毎年１１月に開催され、国際大会が開催される前の年の大会は、

国際大会への派遣選手選考会を兼ねている。 
 全国大会の出場選手は、各都道府県職業能力開発協会等を通じて選抜された者（原則２３歳以下
）となっている。 
 
  

技能五輪全国大会の予選である技能五輪県予選について、令和７年度全国大会対象の４職種、令

和８年度全国大会対象の２職種、計６職種について実施した。 
 このうち、令和７年度全国大会については、福岡県協会独自の選考基準により３名が選考され、

令和８年度全国大会については次年度に選考される。 
 
  福岡県大会実施状況（技能検定２級併願者を除く） 
 
 
 
 

 
 
 

競技職種 参加者 技能証                      
  令和７年度全国大会 

〃 
〃 
〃 

  令和８年度全国大会 
       〃 
 

 旋盤 ７ ７ 
 フライス盤 ３ ３ 
 仕上げ ５ ２ 
洋裁 ３ １ 

 建築大工 ４ ４ 
 電工 ☆ ２ ― 

合 計 ２４ １７ 
 ※技能証は福岡県大会参加選手の中で一定の成績を収めた選手に交付される。 
  なお、技能検定２級を受検する際、技能証は実技が免除されるための証明書となる。 
  ☆の職種については、技能検定課題を使用しない予選のため、技能振興コーナーで実施した（

詳細はＰ１４）。 
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事   項 実   施   状   況 

   
  ②全国大会への参加 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(3)若年者ものづくり  

  競技大会 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 開 催 日：令和７年１０月１７日(金)から１０月２０日(月)まで 
 開 催 地：愛知県 
 大会参加者：４１職種にわたり全都道府県から１，０１６名の選手が参加 
 内   容：福岡県からは、当協会及び関係団体からの推薦を受けた選手２７名が、 
       １２職種に参加した 
       当協会から杉山副会長を団長に､永瀬課長、川畑主任主事、田島技能検定推進員の４

人が愛知県内の各会場を廻り､出場選手を激励応援した｡ 
 

第６３回技能五輪全国大会福岡県参加選手及び成績 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

成績 競技職種 氏 名 所 属  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 メカトロニクス 
天野 琉希 

（株）安川電機 
田島 匠 

 メカトロニクス 
松本 将輝 

九州職業能力開発大学校 
森  陽人 

 構造物鉄工 栗下 敢輔 西日本プラント工業株式会社 

 電気溶接 前田 翼 山九（株） 

 電子機器組立て 森下 大輝 （株）安川電機 

 電子機器組立て 山下 亮 （株）安川電機 

 電子機器組立て 清水 健心 九州職業能力開発大学校 

 電工 杉島 実翔 （株）クラフティア 

 工場電気設備 北  魅音 西日本プラント工業（株） 

 左官 財間 大喜 (株)アートスタッフ 

銅賞 左官 溝江 橙生 住友林業ホームエンジニアリング（株） 

銅賞 左官 堤内 祥平 住友林業ホームエンジニアリング（株） 

銅賞 左官 宇都 良晋 住友林業ホームエンジニアリング（株） 

 建築大工 石場 優斗 住友林業ホームエンジニアリング（株） 

敢闘賞 建築大工 森崎 天翔 住友林業ホームエンジニアリング（株） 

 フラワー装飾 緒方 友唯 専門学校 福岡ビジネス・アカデミー 

 フラワー装飾 井上 舞 専門学校 福岡ビジネス・アカデミー 

 フラワー装飾 中瀬 優希 専門学校 福岡ビジネス・アカデミー 

 洋裁 田中 千聖 香蘭ファッションデザイン専門学校 

 洋裁 浦本 華子 香蘭ファッションデザイン専門学校 

 洋裁 盛川 優奈 香蘭ファッションデザイン専門学校 

 理容 𠮷田 旭寿 （株） 志信 

 理容 𠮷田 陽音 （株） 志信 

 日本料理 窪田 航貴 浮羽別館 新紫陽 

 日本料理 森  涼介 はつしろ 黒崎店 

 
＜県主催壮行会の開催＞ 
 ９月５日（金）、選手及び指導者、後潟県労働局長、飯野県職業能力開発課長等が参列し、県庁
８階特別会議室において選手壮行会が開催された。席上、大曲昭恵副知事から選手全員に対し、激

励の言葉が贈られた。 
 協会から中野専務理事兼事務局長が副団長として出席。 
 
＜県主催報告会の開催＞ 
 １月９日（金）、中野副団長とともに入賞者４名が服部知事を訪問し、入賞の喜びを報告した。
服部知事から讃辞とさらなる活躍を期待する言葉が贈られた。 
 
 若年者ものづくり競技大会とは、職業能力開発施設、工業高等学校等において、原則として、技

能習得中の企業等に就業していない２０歳以下の若年者に対し、ものづくり技能に係る意識を高め
、技能習得の目標を与え、技能向上による就業促進、若年技能者の裾野の拡大促進のため厚生労働

省と中央職業能力開発協会の主催で毎年度、開催される技能競技大会。 
 
 開 催 日：令和７年８月３日（日）から４日（月）まで 
 開 催 地：香川県 
 大会参加者：１５職種に３５８名の選手が参加 
 内   容：福岡県からは７職種に１１名が出場した。 
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事   項 実   施   状   況 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
第２０回若年者ものづくり競技大会参加選手及び成績 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

成績 競技職種 氏 名 所 属  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

金賞／ 
厚生労働 

大臣賞 

メカトロニクス 
森  陽人 

松本 将輝 
九州職業能力開発大学校 

 メカトロニクス 
藤原 大翔 
川久保 正稀 

福岡県立小倉工業高等学校 

敢闘賞 機械製図（CAD) 田中 寿弥 福岡県立久留米高等技術専門校 

 旋盤 一瀬 悠希 九州職業能力開発大学校 

銀賞 フライス盤 正木 克征 九州職業能力開発大学校 

 電子回路組立て 松田 妃果莉 九州職業能力開発大学校 

敢闘賞 ITネットワークシステム管理 石田 泰雅 麻生情報ビジネス専門学校 

 ロボットソフト組込み 
山本 晃大 

村岡 慶弥 
九州職業能力開発大学校 

 
＜県主催壮行会の開催＞ 
 ７月１７日（木）、選手及び指導者、飯野県職業能力開発課長等が参列し、県庁２階福祉労働部

長室において選手壮行会が開催された。席上、福田県福祉労働部長から選手全員に対し、激励の言
葉が贈られた。 
 協会から中野専務理事兼事務局長、永瀬課長、田島技能検定推進員が出席。 
＜県主催報告会の開催＞ 
 ９月２６日（金）、同大会では選手が一堂に会した閉会式（表彰式）が実施されないため、県庁

２階福祉労働部長室において表彰式が開催された。福田県福祉労働部長から入賞者５名にメダルと

賞状が伝達され、賛辞とさらなる活躍を期待する言葉が贈られた。 
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 ３ 技能検定第２課事業 

事    項 実    施    状    況 

 

(1)基礎級等技能検定 

  試験の実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)職業訓練指導員講習 

   (48時間講習)の実施 

  

         

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 基礎級等技能検定は外国人技能実習生を対象とした｢技能実習制度｣の一環として実習

生の習得技能等の認定のために実施するもので、随時２級：３２職種３８作業、随時３級

：４７職種６６作業、基礎級：４８職種６５作業について実施した。  
 

  随時２級、随時３級及び基礎級実施状況                                

 
 
 
 
 
 
 
  
 

 

 

 

 

 

 

区  分 

総   計   
  
  
  
  
  
  
  
 

 

 

 

 

 

受検申請者 合格者 合格率 

全体 

 

 

 

随時２級 １６２ ７ ４．３％ 

随時３級  ２，７７０ ６２７ ２２．６％ 

基礎級 ２，７５２ ２，６６１ ９６．７％ 

計 ５，６８４ ３，２９５ ５８．０％ 

学科 

 

 

 

随時２級 ５８ ７ １２．１％ 

随時３級   １，０１６ ６２８ ６１．８％ 

基礎級 ２，７２９ ２，６６４ ９７．６％ 

計 ３，８０３ ３，２９９ ８６．７％ 

実技 

 

 

 

随時２級 １５９ １２６ ７９．２％ 

随時３級  ２，７３４ ２，６４５ ９６．７％ 

基礎級 ２，７２７ ２，６５７ ９７．４％ 

計 ５，６２０ ５，４２８ ９６．６％ 

 

 令和６年度の申請者数（５，５２０名）から約３％増となった。 

  随時２、３級については、３号の終了時の必須及び第３号技能実習への移行要件が実技

試験のみのため、学科試験を受検しない者が多かった。 

 国籍別は、１位ベトナム（約４０％）、２位インドネシア（約３６％）、３位フィリピ

ン（約８％）、４位ミャンマー（約７％）、５位カンボジア（約３％）、以下中国、ネパ

ール、バングラデシュ、タイ、インド、スリランカ、ラオス、ウズベキスタン、モンゴル

、マレーシアの１５カ国。 

 

 この講習は、職業能力開発促進法に基づいて、職業訓練指導員に求められる指導方法等

に関する能力を付与するために実施する講習であり、この講習を良好な成績で修了した方

に対し、当協会会長が「修了証書」を交付する。 

 この「修了証書」をもって、別途、福岡県（職業能力開発課）へ職業訓練指導員免許の

申請をすることにより、福岡県知事から免許交付が受けられるもの。職業訓練指導員は、

公共の職業訓練施設は勿論のこと、事業所内においても従業員に対する技術・技能の指導

者的立場として活躍している。 

 令和７年度は次の日程で職業訓練指導員講習（48時間講習）を実施した。  

  

 開催日：令和８年２月１０日（火）、１２日（木）、１３日（金）、 

     及び２月１７日（火）、１８日（水）、１９日（木）の６日間 

 場 所：福岡人材開発センター          

 講 師：県立高等技術専門校７校の先生方等１０名 

 受講者：２４名 
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事    項 実    施    状    況 

 

(3)新入社員研修の実施 

     （自主事業） 

 

 

 

 

 

 

(4)認定職業能力開発校

   の指導・援助 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①連絡協議会総会の  

 開催 

 

 

 

 

 

 

 

②九州ブロック認定 

 職業能力開発校長 

 会議の開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

③訓練生合同体育大会

 の開催 

 

  

  

 

 

 

 会員企業や県内の職業能力開発推進者を選任している事業所の新入社員を対象として

研修を行った。 

  

 実施日：令和７年４月２日（水）、３日（木）２日間 

 場 所：福岡人材開発センター 

 講 師：社会保険労務士 井原 隆彰 

 受講者：１０名（うち協会職員１名） 

 

 認定職業能力開発校は、職業能力開発促進法第２４条によって福岡県知事の認

定を受けて設立された職業訓練施設である。 

 当協会は県内の認定職業能力開発校のうち、長期の職業訓練を行う職業訓練施設の指導

及び援助を行っており、認定職業能力開発校４校で組織する福岡県認定職業能力開発校連

絡協議会（当協会が事務局）と密接な連携のもと下記の事業を行った。 

   （連絡協議会会員） 

       福岡板金高等職業訓練校 

       福岡畳高等職業訓練校 

       筑後配管設備高等職業訓練校 

    山﨑高等技術専門校 

    

 開 催日：令和７年７月４日（金） 

 場  所：福岡人材開発センター 

 議  事：江副会長（福岡畳職業訓練会会長）が議長となり、次の議案について   

  審議し、原案のとおり可決された。 

     第１号議案 令和６年度事業報告について 

        第２号議案 令和６年度収支決算について 

         第３号議案 令和７年度事業計画について 

         第４号議案 令和７年度収支予算について 

          
開 催日：令和７年１１月２０日（木） 

場  所：八仙閣  本店（福岡県） 

参 加者：参加者３８名（当県から１５名） 
  当校長会議は毎年、九州各県（沖縄県を除く。）持ち回りにて認定職業能力開発校の取

り組みなど意見交換の場として開催しており、令和７年度は福岡県が開催県となった。 
会議は、福岡県認定職業能力開発校連絡協議会の江副裕紀会長の開催・歓迎挨拶の後、

基調講演として中村人形三代目「中村信喬」氏に講演を行っていただき、また、福岡県内

３校の修了生と事業主それぞれ１名から「認定職業能力開発校で感じたこと」などについ

て発表を行った。 
           
 

開 催日：令和７年１１月２７日（木） 

場  所：中干出公園（久留米市東合川干出町１－２） 
内  容：ソフトボール大会を実施 

     参加３チーム（福岡板金高等職業訓練校、福岡畳高等職業訓練校、 

            筑後配管設備高等職業訓練校） 
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事    項 実    施    状    況 

 

(5)コンピュータサービ 

  ス技能評価試験の実 

  施（自主事業） 

 

  

         

 

 

 

 

 

 

 

  
 コンピュータサービス技能評価試験は、教育訓練施設、事業所等において、 コンピュ

ータを活用した各種のサービスを行う人々の能力を評価し、技能習得意欲を増進させると

ともに、社会的・経済的地位の向上を図ることを目的として行う試験であり、中央職業能

力開発協会と密接な連携のもと次のとおり実施した。合格者には、部門名称を付した「技

士」の称号が付与される。               

 ア 認定・登録施設試験（県内に約１００施設ある中央協会の認定を受けた教 

   育訓練機関等が実施するもの） 

   令和７年５月７日（水）から令和８年３月３１日（火）までの期間に随時 

実施した。 

 イ 一般募集試験（協会が直接一般の受験者を対象として実施するもの） 

   前期 ９月２８日（日） 後期 ２月２２日（日） 

  

 

令和７年度コンピュータサービス技能評価試験実施状況 

区    分 
 

等級 
 

認定・登録施設 一般募集試験 計 
申請者 合格者 合格率 申請者 合格者 合格率 申請者 合格者 合格率 

ワープロ部門 
 
 
 

１級 36 21 58.3% 0 0 0.0% 36 21 58.3% 
２級 1,012 791 78.2% 9 3 33.3% 1,021 794 77.8% 
３級 1,270 1,167 91.9% 4  3 75.0% 1,274 1,170 91.8% 
小計 2,318 1,979 85.4% 13 6 46.2% 2,331 1,985 85.2% 

表計算部門 
 
 
 

１級 23  7 30.4% 2 1 50.0% 25  8 32.0% 
２級  998 811 81.3%  10 4 40.0% 1,008 815 80.9% 
３級 1,392 1,290 92.7% 9 6 66.7% 1,401 1,296 92.5% 
小計 2,413 2,108 87.4% 21 11 52.4% 2,434 2,119 87.1% 

情報ｾｷｭﾘﾃｨ部門 
 

単一級 165 135 81.8% 1 1 100.0% 166   136 81.9% 
小計 165   135 81.8% 1 1 100.0% 166  136 81.9% 

計 
 
 
 
 

１級 59 28 47.5% 2 1 50.0% 61 29 47.5% 
２級 2,010  1,602 79.7%  19 7 36.8% 2,029 1,609 79.3% 
３級 2,662 2,457 92.3% 13 9 69.2% 2,675 2,466 92.2% 
単一級 165  135 81.8% 1 1 100.0% 166   136 81.9% 
計 4,896 4,222 86.2% 35 18 51.4% 4,931 4,240 86.0% 

 
＜参考＞ 過去５年間の福岡県におけるコンピュータサービス技能評価試験受験申請者・合格者の推移 

 
 
 
 

年 度 ２ ３ ４ ５ ６ 

受験申請者数  ５，２３２  ５，７２４  ５，５５１  ５，３７４  ４，９７５ 
合格者数   ４，５２７   ４，８６２   ４，７２５   ４，５７２   ４，１２５ 
合格率  ８６．５％  ８４．９％  ８５．１％  ８５．１％  ８２．９％ 

受験者数は平成 25 年度以降、減少傾向にあり、この主な要因としては、認定施設における委託訓練の 1 コース 
あたりの受講者数減少に加え、公共職業訓練施設でのコンピュータ関連科目の削減等が挙げられる。 

 
 

事    項 実    施    状    況 

(6)ビジネス・キャリア

  検定試験の実施 

   （自主事業） 

 ビジネス・キャリア検定試験は、国が定める職業能力評価基準に準じて事務系

職種の幅広い分野をカバーする、唯一の包括的な職業能力検定試験であり、中央職業能

力開発協会と密接な連携のもと次のとおり実施した。  

 ①実施日程 

  前期日程 後期日程 

申請受付 令和７年４月２１日(月)～７月１１日(金) 令和７年１０月６日(月)～１２月５日(金) 
試験実施日 令和７年１０月５日(日) 令和８年２月１５日(日) 
合格発表 令和7年11月7日(金)〔2･3級〕12月12日(金)〔1級〕 令和８年３月１３日(金) 
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令和７年度ビジネス・キャリア検定試験実施状況 

 分  野 
 

等級 
 

前  期 後  期 計 

申請者 合格者 合格率 申請者 合格者 合格率 申請者 合格者 合格率 

人事･人材開発・ 
労務管理 
 
   

１級 2  0 0.0% － － － 2 0 0.0% 

２級 50 12 24.0% 58 18 31.0%  108 30 27.8% 

３級 55 24 43.6% 40 21 52.5% 95 45 47.4% 

小計 107 36 33.6% 98 39 39.8% 205 75 36.6% 

経理・財務管理 
 
 
 

１級 0   0  0.0% － － － 0   0  0.0% 

２級 15 1 6.7% 13 4 30.8% 28 5 17.9% 

３級 16 6 37.5% 8 4 50.0% 24 10 41.7% 

小計 31  7 22.6% 21 8 38.1% 52 15 28.8% 

営業・ 
マーケティング 
 
 

１級 0   0  0.0% － － － 0 0  0.0% 

２級 73 41 56.2% 60 32 53.3% 133 73 54.9% 

３級 37 26 70.3% 24 20 83.3% 61 46 75.4% 

小計 110 67 60.9% 84 52 61.9% 194 119 61.3% 

生産管理 
 
 
 
 

１級 3   0 0.0% － － － 3 0 0.0% 

２級 14   5 35.7% 14 7 50.0% 28 12 42.9% 

３級 10 5 50.0% 15 4 26.7% 25 9 36.0% 

B A S I C級 － － －  4 3 75.0% 4 3 75.0% 

小計 27  10 37.0% 33 14 42.4% 60 24 40.0% 

企業法務・総務 
 
 
 

１級 0   0  0.0% － － － 0 0  0.0% 

２級 13 3 23.1% 16 11 68.8% 29 14 48.3% 

３級 18 12 66.7% 12 7 58.3% 30 19 63.3% 

小計 31 15 48.4% 28 18 64.3% 59 33 55.9% 

ロジスティクス 
 
 
 
 

１級 2 0  0.0% － － － 2 0 0.0 

２級 47 20 42.6% 24 9 37.5% 71 29 40.8% 

３級   66 50 75.8% 35 16 45.7% 101 66 65.3% 

B A S I C級 － － － 10 6 60.0% 10 6 60.0% 

小計 115 70 60.9%  69 31 44.9% 184 101 54.9% 

経営情報 
システム 
 
 

１級 1 0 0.0% － － － 1 0 0.0% 

２級 5 3 60.0% 3 2 66.7% 8 5 62.5% 

３級 12 5 41.7% 14 5 35.7% 26 10 38.5% 

小計  18 8 44.4% 17 7 41.2% 35 15 42.9% 

経営戦略 
 
 
 

１級 1 0  0.0%  － － － 1 0  0.0% 

２級 23 12 52.2% 18 10 55.6% 41 22 53.7% 

３級 7 3 42.9% 8 6 75.0% 15 9 60.0% 

小計 31 15 48.4% 26 16 61.5% 57 31 54.4% 

      
計 
 
 
 

１級 9 0 0.0% － － － 9 0 0.0% 

２級 240 97 40.4% 206 93 45.1% 446 190 42.6% 

３級 221  131 59.3%  156 83 53.2% 377 214 56.8% 

B A S I C級 － － － 14 9 64.3% 14 9 64.3% 

小計 470 228 48.5% 376 185 49.2% 846 413 48.8% 

 

＜参考＞過去５年間の福岡県におけるビジネス・キャリア検定試験受験申請者・合格者の推移 

年 度 ２ ３ ４ ５ ６ 

受験申請者数    ７８０    ８８６    ８３３    ８９６  １，０８３ 
合格者数    ３５７    ３４０    ３７０    ３８８    ４８１ 
合格率  ４５．８％  ３８．４％  ４４．４％  ４３．３％  ４４．４％ 
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４ 若年技能者人材育成支援等事業（厚生労働省委託事業） 
事    項 実      施      状      況 

 
 
 
 
 
 
１ ものづくりマイスター

 等の認定、登録 
(1)若年技能者の人材育成

 に係る相談・援助 
 
 
 
(2)ものづくりマイスター

 等の認定申請及び指導技

 法等講習の実施 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ ものづくりマイスター

 等の活用 
(1)ものづくりマイスター

 等の派遣による実技指導

 の実施 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 日本のお家芸であるものづくりの基盤が若年者のものづくり離れや製造現場の海外

移転等により、人材面を中心に急速に弱体化してきている。ものづくり産業が競争力を

維持し、発展を遂げていくためには、産業の基盤となる技能者の育成が不可欠である。

このため、これまでの業務等を通じて蓄積してきたノウハウや企業・業界団体等との繋

がりを活用し、若年技能者の人材育成、技能を尊重する社会づくりを促進する。 
 
 
 中小企業（製造業・建設業）及び教育訓練機関等に対し、ものづくりマイスター派

遣制度の周知と要望の把握を行った。 
 また、若年技能者の人材育成に係る相談・援助を行った。 
     相談件数    １４５件  
 
 令和４年度より、「ものづくりマイスター」が１類型に統合され、それぞれ「もの

づくりマイスター」「ものづくりマイスターIT部門」および「ものづくりマイスター＋

DX」に変更され認定基準の見直しが図られた。したがって令和７年度の企業・業界等へ

の訪問は、令和４年度版「ものづくりマイスターの認定基準」により、内容説明、募集

活動を行った。 
① ものづくりマイスター認定者数 

 【新規認定者数】７職種 ９名（延べ９名） 

 職種 人数 職種 人数  
 
 
 
 

（１）機械保全 １ （５）表装 １ 

（２）建築大工 １ （６）フラワー装飾 １ 

（３）左官 １ （７）日本料理 １ 

（４）内装仕上げ施工 ３  - 

     制度開始（平成２５年度）からの累計認定者数５３職種３７０名 
 ②ものづくりマイスターIT部門認定者数 
  【新規認定者数】実績なし 
   制度開始（平成２８年度）からの累計認定者数４職種１２名 
  ③ものづくりマイスター＋DX認定者数 
  【新規認定者数】制度開始から実績なし 
 
  新たに認定されたものづくりマイスターに対して、実技指導要領の作成方法等を含む

指導技法等講習を１回実施した。 

 また、中央技能振興センター主催の指導技法講師養成研修に参加した。 

① ９月９日（火）受講者２名 ②２月２０日（金）受講者１名 

  
 
 ものづくりマイスターを中小企業及び教育機関等に派遣し、技能競技大会の競技課

題、過去の技能検定試験問題等の使用およびその他固有技能習得を目的とした実技指

導を行うとともに材料費等の支援を行った。 
① ものづくりマイスター派遣実績   制度開始（平成２５年度）からの累計 

    開催数       ８５コース     １，３８１コース 
    延べ日数     ６２８日      ４，７６０日 
    延べ受講者数 ４，３１５名     ４０，０９９名 
② 同ＩＴ部門派遣実績        制度開始（平成２８年度）からの累計 

    開催数           １コース       １５コース 
    延べ日数      ２０日         ４７日 
    延べ受講者数   ２００名        ５９８名 
 ③同＋DX派遣実績 
    制度開始以降実績なし 
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事    項 実      施      状      況 
 
(2)若者に対する「もの    

  づくりの魅力」の発信 
 
 
(3)熟練技能者の派遣に 

よる指導の実施 
 
 
 
 
 
３ 地域における技能振興 

  の実施 
(1)技能五輪等全国大会の 

  予選の実施   
 
 
 
(2)技能五輪全国大会等の 

  参加者への援助 
 
 
 
 
 
 
 
(3)卓越した技能者（現代 

の名工）の表彰制度の紹

介コンテンツの作成支援 
 
 
 
 
(4)「地域発！いいもの」  

 応援事業及びグッドスキ 

 ルマーク事業の休止に伴 

 う対応 
 
(5) 技能振興のＰＲ事業の

   実施 
 
４ 地方公共団体、経済団 

  体との連携会議の開催 
(1)連携会議の開催 
 
 
 
 
 
 

 
 地域若者サポートステーション(以下「サポステ」という)から要請を受け、サポス

テの支援対象者を対象として、ものづくりマイスターによる「ものづくり体験」等を実

施することとしていたが、派遣要請がなかったため、実施しなかった 
 

ものづくりマイスターの対象分野に該当しない職種等について企業等から実技指

導の要請を受けた場合、熟練技能者を派遣して実技指導を行っている。 
以下のとおり派遣した。 
①フラワー装飾 

②室内園芸装飾 

③電気溶接（構造物鉄工） 
   実施日数 ２１日  受講者数 延べ１２８人 

 
 

以下のとおり、１職種について地方大会予選を実施した。 
①電工職種  実施日  令和８年２月１０日（火） 

         参加者  ２名  
 
 
  技能五輪全国大会、若年者ものづくり競技大会参加者のうち、中小企業の従業員、 
学生及び選手の指導者への旅費及び工具等の運搬費を援助した。 
 □第20回若年者ものづくり競技大会 （香川県） 
   選 手        ９名 
   指導者        ６名 
 □第63回技能五輪全国大会 （愛知県） 
   選 手       １９名 
   指導者       １５名 
 
 卓越した技能者を表彰することにより、広く社会一般に技能尊重の気風を浸透させ

、もって技能者の地位及び技能水準の向上を図るとともに、青少年が技能労働者の道

に入職することを促進するため、中央技能振興センターが作成している令和７年度の被

表彰者の技能を紹介するためのコンテンツについての作成支援を行った。 
 
    令和７年度受賞者 ２名 
 
  令和７年度は、「地域発！いいもの」認定制度及び「グッドスキルマーク」の新規

認定を休止することとなった。したがって、両事業のいずれかの認定を受けた事業者

から認定内容の変更、廃止等の相談を受けた場合は、中央技能振興センターに問い合

わせるよう説明することとしていたが相談などはなかった。 
 
  例年、福岡県職業能力開発協会の機関誌に技能振興事業のＰＲ記事を掲載していた

が、今年度は、一部事業の中止もあり、掲載を見合わせた。 
 
 
 
 福岡労働局、福岡県職業能力開発課、福岡県教育委員会、福岡県中小企業団体中央会

、（独）高齢・障害・求職者雇用支援機構、（一社）福岡県技能士会連合会、福岡県工

業高等学校長協会及び（一社）福岡県建設専門工事業団体連合会を構成メンバーとする

連携会議を開催して意見を徴し、福岡県技能振興コーナーで実施する業務の充実を図る

とともに、事業の適切な進捗管理に努めた。 
  また、令和７年度の事業実施状況等を踏まえ、令和８年度の推進計画（事業計画）を

策定した。 
   連携会議委員長 福岡県職業能力開発課長  飯野直美氏  
     第１回開催 令和７年７月１１日（金）  会場 オリエンタルホテル福岡 
     第２回開催 令和８年１月２３日（金） 〔書面表決方式〕 
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